
エコパから見える富士山
空気の澄んだ冬空の下、エコパ駐車場から富士山が見えました。

市内でも、富士山が見えるスポットがありますが、大きく見えたことに驚きました。

エコパから見える富士山
空気の澄んだ冬空の下、エコパ駐車場から富士山が見えました。

市内でも、富士山が見えるスポットがありますが、大きく見えたことに驚きました。
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市政に対する一般質問 

常任委員会レポート 
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意
見
書
・
お
知
ら
せ 

ほ
か 

　
12
月
定
例
会
で
は
、追

加
補
正
予
算
、条
例
の
改

正
、意
見
書
が
主
な
議
案

で
し
た
。
ま
た
、一
般
質
問

に
は
15
人
が
立
ち
、市
の

課
題
に
つ
い
て
熱
い
議
論

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
議
会
だ
よ
り
」
の
使

命
は
、市
民
の
皆
様
に
読

ん
で
い
た
だ
き
、市
政
を

知
っ
て
も
ら
い
、市
政
に

参
画
し
て
も
ら
う
こ
と

で
す
。そ
の
た
め
に
、臨
場

感
の
あ
る
議
会
だ
よ
り

の
編
集
に
頑
張
り
ま
す
。

編
集
後
記

　二元代表制の下では、首長と議会は対等の機関であり、議会は自治体運営の基本的な方針を議決し、その執
行を監視・評価することが求められているが、一部の自治体において、首長が議会を招集せず、専決処分を濫用
し、議会の権能を封じ込める事態が発生している。
　真に地方分権時代に対応する地方議会を確立するため、議長に議会招集権を付与することなどの法改正を、
早急に行うよう強く求める。

　政府は子ども手当について、全額国庫負担で実施するとの方針を表明してきたが、22年度予算では暫定措
置として地方負担が盛り込まれ、来年度以降も地方負担を求めることに前向きの考えを示している。
　子ども手当のような全国一律の現金給付については、国が全額負担するべきであり、地方との十分な協議も
ないままに、来年度予算でも地方負担を継続されることに強く反対する。

　政府は、環太平洋戦略的経済連携協定（ＴＰＰ）について、関係国との協議を開始すると明記した基本方針を
閣議決定した。
　ＴＰＰは、関税撤廃の例外を認めない完全な貿易自由化を目指しているため、国内の農業生産や食料自給率、
多面的機能の維持・存続を根底から揺るがし、さらに地域の経済・雇用への深刻な影響も懸念される。
　よって、わが国の食料安全保障と両立できないＴＰＰへの参加交渉は慎重に対処するよう要請する。

2月市議会定例会のお知らせ

段差解消機 赤外線補聴器

2月定例会の予定は次のとおりです。

次の意見書を、衆・参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、担当大臣あてに提出しました。

議員提出意見書（要 旨）

地方分権に対応する地方議会の確立を求める意見書

子ども手当財源の地方負担に関する意見書

あなたも議会を傍聴してみませんか。

【場　所】市役所5階議場または各委員会室
【日　程】＜2月定例会＞

 2月 22日（火） 開会、議案の説明
 3月   1日（火） 市政に対する一般質問

    2日（水） 市政に対する一般質問
    3日（木） 市政に対する一般質問

【時　間】午前9時から

7日（月） 議案の審査（常任委員会）
8日（火） 議案の審査（常任委員会）
  9日（水） 議案の審査（常任委員会）
22日（火） 委員長報告～採決、閉会

当日、市役所5階の議会事務局で受付をします。

※足の不自由な方、妊婦の方なども段差解消機を
利用し傍聴席へ入れます。

※赤外線補聴システム、段差解消機をご利用の際には、
議会事務局へ声をおかけください。

環太平洋戦略的経済連携協定（TPP）に関する意見書

１２ページ 植物油インキを
使用しています

再生紙を 
使用しています 



１１月臨時会 

　市議会12月定例会を、12月1日から24日までの24日間の会期で開催しました。
　今定例会では、平成22年度一般会計ほか3会計の補正予算をはじめ、風見の丘条例の制定や、月見の里学遊
館条例の一部改正など13議案、議員から提出された4議案が上程され、採決の結果、いずれも原案どおり可決
しました。
　なお、市政に対する一般質問では、15人の議員が市長の見解をただしました。

■
議
員
報
酬
、
常
勤
特
別
職
・
教
育
長
・
職
員
の
給
料
等
に
関
す
る

　
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
人
事
院
勧
告
に
伴
う
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
準
じ
て
、期
末
手
当

等
の
支
給
割
合
を
引
き
下
げ
る
た
め
に
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

平成23年4月に開館する風見の丘

風見の丘条例制定を可決

１２月定例会 

１１月臨時会 

　
　
今
回
の
補
正
予
算（
第
3
号
・
第
4
号
）は
、主
に
次
に
掲
げ

る
事
業
の
た
め
に
、6
億
8，
9
7
0
万
円
を
増
額
す
る
も
の

で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、平
成
22
年
度
予
算
総
額
は
3
1
1
億

4，
4
7
0
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
国
の
緊
急
総
合
経
済
対
策
の
趣
旨
に
沿
っ
た
事
業
推
進
を

図
る
と
と
も
に
、市
内
の
中
小
企
業
等
に
お
け
る
雇
用
・
経
済

状
況
等
を
踏
ま
え
、小
規
模
修
繕
等
を
中
心
に
地
域
経
済
対

策
事
業
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算

◎
議
決
し
た
主
な
議
案

《
第
4
号
補
正
》

《
第
3
号
補
正
》

袋
井
市
岡
崎
6
6
3
5
番
地
の
8
（
サ
ン
サ
ー
ラ
い
ご
お
か
内
）

プ
ー
ル
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
、フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
室
、多
目
的
室
、浴
室

平
成
23
年
4
月
中
旬

午
前
9
時
か
ら
午
後
9
時
30
分

毎
週
火
曜
日
及
び
12
月
28
日
か
ら
1
月
4
日
ま
で
の
期
間

位

　

置

施
設
内
容

供
用
開
始

開
館
時
間

休 

館 

日

●
特
別
委
員
会
の
新
設
に
つ
い
て

　
　
平
成
25
年
春
に
開
院
す
る
掛
川
市
・
袋
井
市
新
病
院
に
あ
わ
せ
、現
市
民
病
院
施
設
の

利
活
用
に
つ
い
て
審
議
し
、地
域
医
療
体
制
を
早
期
に
確
立
す
る
た
め
、新
た
に
「
現
市
民

病
院
利
活
用
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

●
意
見
書

　
◎
地
方
分
権
に
対
応
す
る
地
方
議
会
の
確
立
を
求
め
る
意
見
書

　
◎
子
ど
も
手
当
財
源
の
地
方
負
担
に
関
す
る
意
見
書

　
◎
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
に
関
す
る
意
見
書

　
　（
詳
細
は
最
終
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。
）

●
議
員
・
特
別
職
・一
般
職
の
給
与
・
手
当
・
共
済
費
等

　
　
　
　
　 

　
　
　
　 

2
億
3，
8
7
9
万
円

　
１１
月
臨
時
会
で
行
っ
た
条
例
の
改
正
に
よ
り
、給
料
や
期
末

手
当
等
を
減
額
す
る
と
と
も
に
、早
期
退
職
者
の
増
に
よ
り
不

足
す
る
退
職
手
当
等
を
支
払
う
た
め
に
補
正
す
る
も
の
で
す
。

●
予
防
接
種
事
業
　
　
　
　
　 

3，
7
4
0
万
円

　
　
日
本
脳
炎
の
定
期
予
防
接
種
の
勧
奨
が
再
開
さ
れ
た
こ
と
と
、

生
活
保
護
世
帯
等
に
対
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

の
負
担
軽
減
の
た
め
に
、予
防
接
種
費
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

●
袋
井
市
風
見
の
丘
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　 

市
民
の
健
康
増
進
、ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
及
び
余
暇
活
動
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、市
民
相
互
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、南
部
地
域
の
拠
点
施

設
と
し
て
、平
成
23
年
4
月
に
開
館
す
る
「
風
見
の
丘
」
の
設
置
及
び
管
理
に

つ
い
て
、地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
制
定
す
る
も
の
で
す
。

　
　
風
見
の
丘
条
例
の
制
定
に
あ
わ
せ
て
、60
歳
以
上
の
方
の
プ
ー
ル
及
び
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
に
係
る
使
用
料
を
、大
人
が
通
常
負
担
す
る
金
額
の
半
額

と
す
る
た
め
、次
に
掲
げ
る
条
例
の
必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

●
袋
井
市
立
公
民
館
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

●
袋
井
市
月
見
の
里
学
遊
館
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

●
袋
井
市
運
動
施
設
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

条
　
例

議
員
提
出
議
案

●
人
事

　
　
山
本
貴
史
氏
が
、一
身
上
の
都
合
に
よ
り
、平
成
22
年
12
月
24
日
を
も
っ
て
、袋
井
市
議
会

議
員
を
辞
職
し
ま
し
た
。

　
　

●
議
会
運
営
委
員
の
選
任

　
　
議
員
の
辞
職
に
よ
り
、欠
員
が
生
じ
た
議
会
運
営
委
員
会
委
員
に
戸
塚
文
彦
議
員
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他

《
制
定
》

●
袋
井
市
汚
水
処
理
施
設
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

　
　
小
川
町
浄
化
セ
ン
タ
ー
が
平
成
23
年
3
月
末
に
廃
止
さ
れ
、4
月
1
日
か

ら
は
、袋
井
浄
化
セ
ン
タ
ー
へ
統
合
し
汚
水
処
理
を
す
る
こ
と
か
ら
、条
例
を

廃
止
す
る
も
の
で
す
。

《
廃
止
》

●
市
道
の
舗
装
補
修
工
事
及
び
公
園
、市
営
住
宅

等
の
修
繕
工
事
な
ど
　
　
　
4，
2
0
1
万
円

●
住
宅
の
耐
震
補
強
工
事
等
の
補
助
金
　
　
　

　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
8，
8
0
0
万
円

●
幼
稚
園
・
小
中
学
校
・
図
書
館
・
公
民
館
等
の
施
設

修
繕
や
図
書
の
充
実
　
　
　
8，
7
4
0
万
円

〈
風
見
の
丘
概
要
〉

《
改
正
》
主
な
も
の

11
月
24
日
に
市
議
会
臨
時
会
を
開
催
し
、次
の
議
案
を
議
決
し
ま
し
た
。

く ろ い ふ く ろ い ふ 

１２月定例会の概要 



１１月臨時会 

　市議会12月定例会を、12月1日から24日までの24日間の会期で開催しました。
　今定例会では、平成22年度一般会計ほか3会計の補正予算をはじめ、風見の丘条例の制定や、月見の里学遊
館条例の一部改正など13議案、議員から提出された4議案が上程され、採決の結果、いずれも原案どおり可決
しました。
　なお、市政に対する一般質問では、15人の議員が市長の見解をただしました。

■
議
員
報
酬
、
常
勤
特
別
職
・
教
育
長
・
職
員
の
給
料
等
に
関
す
る

　
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
人
事
院
勧
告
に
伴
う
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
準
じ
て
、期
末
手
当

等
の
支
給
割
合
を
引
き
下
げ
る
た
め
に
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

平成23年4月に開館する風見の丘

風見の丘条例制定を可決

１２月定例会 

１１月臨時会 

　
　
今
回
の
補
正
予
算（
第
3
号
・
第
4
号
）は
、主
に
次
に
掲
げ

る
事
業
の
た
め
に
、6
億
8，
9
7
0
万
円
を
増
額
す
る
も
の

で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、平
成
22
年
度
予
算
総
額
は
3
1
1
億

4，
4
7
0
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
国
の
緊
急
総
合
経
済
対
策
の
趣
旨
に
沿
っ
た
事
業
推
進
を

図
る
と
と
も
に
、市
内
の
中
小
企
業
等
に
お
け
る
雇
用
・
経
済

状
況
等
を
踏
ま
え
、小
規
模
修
繕
等
を
中
心
に
地
域
経
済
対

策
事
業
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算

◎
議
決
し
た
主
な
議
案

《
第
4
号
補
正
》

《
第
3
号
補
正
》

袋
井
市
岡
崎
6
6
3
5
番
地
の
8
（
サ
ン
サ
ー
ラ
い
ご
お
か
内
）

プ
ー
ル
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
、フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
室
、多
目
的
室
、浴
室

平
成
23
年
4
月
中
旬

午
前
9
時
か
ら
午
後
9
時
30
分

毎
週
火
曜
日
及
び
12
月
28
日
か
ら
1
月
4
日
ま
で
の
期
間

位

　

置

施
設
内
容

供
用
開
始

開
館
時
間

休 

館 

日

●
特
別
委
員
会
の
新
設
に
つ
い
て

　
　
平
成
25
年
春
に
開
院
す
る
掛
川
市
・
袋
井
市
新
病
院
に
あ
わ
せ
、現
市
民
病
院
施
設
の

利
活
用
に
つ
い
て
審
議
し
、地
域
医
療
体
制
を
早
期
に
確
立
す
る
た
め
、新
た
に
「
現
市
民

病
院
利
活
用
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

●
意
見
書

　
◎
地
方
分
権
に
対
応
す
る
地
方
議
会
の
確
立
を
求
め
る
意
見
書

　
◎
子
ど
も
手
当
財
源
の
地
方
負
担
に
関
す
る
意
見
書

　
◎
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
に
関
す
る
意
見
書

　
　（
詳
細
は
最
終
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。
）

●
議
員
・
特
別
職
・一
般
職
の
給
与
・
手
当
・
共
済
費
等

　
　
　
　
　 

　
　
　
　 

2
億
3，
8
7
9
万
円

　
１１
月
臨
時
会
で
行
っ
た
条
例
の
改
正
に
よ
り
、給
料
や
期
末

手
当
等
を
減
額
す
る
と
と
も
に
、早
期
退
職
者
の
増
に
よ
り
不

足
す
る
退
職
手
当
等
を
支
払
う
た
め
に
補
正
す
る
も
の
で
す
。

●
予
防
接
種
事
業
　
　
　
　
　 

3，
7
4
0
万
円

　
　
日
本
脳
炎
の
定
期
予
防
接
種
の
勧
奨
が
再
開
さ
れ
た
こ
と
と
、

生
活
保
護
世
帯
等
に
対
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

の
負
担
軽
減
の
た
め
に
、予
防
接
種
費
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

●
袋
井
市
風
見
の
丘
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　 

市
民
の
健
康
増
進
、ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
及
び
余
暇
活
動
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、市
民
相
互
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、南
部
地
域
の
拠
点
施

設
と
し
て
、平
成
23
年
4
月
に
開
館
す
る
「
風
見
の
丘
」
の
設
置
及
び
管
理
に

つ
い
て
、地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
制
定
す
る
も
の
で
す
。

　
　
風
見
の
丘
条
例
の
制
定
に
あ
わ
せ
て
、60
歳
以
上
の
方
の
プ
ー
ル
及
び
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
に
係
る
使
用
料
を
、大
人
が
通
常
負
担
す
る
金
額
の
半
額

と
す
る
た
め
、次
に
掲
げ
る
条
例
の
必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

●
袋
井
市
立
公
民
館
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

●
袋
井
市
月
見
の
里
学
遊
館
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

●
袋
井
市
運
動
施
設
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

条
　
例

議
員
提
出
議
案

●
人
事

　
　
山
本
貴
史
氏
が
、一
身
上
の
都
合
に
よ
り
、平
成
22
年
12
月
24
日
を
も
っ
て
、袋
井
市
議
会

議
員
を
辞
職
し
ま
し
た
。

　
　

●
議
会
運
営
委
員
の
選
任

　
　
議
員
の
辞
職
に
よ
り
、欠
員
が
生
じ
た
議
会
運
営
委
員
会
委
員
に
戸
塚
文
彦
議
員
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他

《
制
定
》

●
袋
井
市
汚
水
処
理
施
設
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

　
　
小
川
町
浄
化
セ
ン
タ
ー
が
平
成
23
年
3
月
末
に
廃
止
さ
れ
、4
月
1
日
か

ら
は
、袋
井
浄
化
セ
ン
タ
ー
へ
統
合
し
汚
水
処
理
を
す
る
こ
と
か
ら
、条
例
を

廃
止
す
る
も
の
で
す
。

《
廃
止
》

●
市
道
の
舗
装
補
修
工
事
及
び
公
園
、市
営
住
宅

等
の
修
繕
工
事
な
ど
　
　
　
4，
2
0
1
万
円

●
住
宅
の
耐
震
補
強
工
事
等
の
補
助
金
　
　
　

　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
8，
8
0
0
万
円

●
幼
稚
園
・
小
中
学
校
・
図
書
館
・
公
民
館
等
の
施
設

修
繕
や
図
書
の
充
実
　
　
　
8，
7
4
0
万
円

〈
風
見
の
丘
概
要
〉

《
改
正
》
主
な
も
の

11
月
24
日
に
市
議
会
臨
時
会
を
開
催
し
、次
の
議
案
を
議
決
し
ま
し
た
。

く ろ い ふ く ろ い ふ 

１２月定例会の概要 



市政に対する一般質問

寺
田
　
守 

議
員

村
松 

尚 

議
員

大
場 

正
昭 

議
員

沼
上 

賢
次 

議
員

よりよいまちづくりを 
めざして 

　
下
水
道
整
備
は
計
画

ど
お
り
進
展
し
て
い
る
か

　
交
通
事
故
多
発
地
点
へ
の

事
故
防
止
対
策
は

　
公
共
施
設
の
整
備
の

取
り
組
み
は

　
ベ
ト
ナ
ム
と
の
交
流
事
業

の
今
後
の
展
開
は

　
袋
井
警
察
署
開
設
に

あ
た
り
対
応
は

答
　
築
造
工
事
は
11
月
末
時
点
で

進
捗
率
78
％
で
あ
る
。
設
計
委
託

は
国
・
県
の
交
付
金
が
見
込
ま
れ
た

段
階
で
着
手
し
た
い
。
優
先
順
位
は
、

農
業
用
水
へ
の
影
響
に
つ
い
て
も
考

慮
し
て
い
る
。

問
　
今
年
度
の
下
水
道
の
管
渠

築
造
工
事
及
び
設
計
委
託
事
業

は
、計
画
ど
お
り
進
ん
で
い
る
か
。

優
先
順
位
の
考
え
方
は
。 

答
　
啓
発
ポ
ス
タ
ー
3
7
0
枚
、

チ
ラ
シ
4，
3
0
0
枚
を
作
成
し
て

注
意
を
呼
び
か
け
た
。
多
発
地
点

の
対
策
も
現
在
進
め
て
い
る
。

問
　
市
で
作
成
し
た「
交
通
事
故

ピ
ン
マ
ッ
プ
」に
は
６
カ
所
の
事
故

多
発
地
点
が
記
載
さ
れ
て
い
る

が
、防
止
対
策
は
進
ん
で
い
る
か
。 

答
　
記
念
事
業
を
通
じ
て
新
た
な

状
況
も
生
ま
れ
て
き
て
い
る
。
今
後

ど
の
よ
う
な
経
済
交
流
、文
化
交

流
が
必
要
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
　
11
月
に
浅
羽
佐
喜
太
郎
氏

没
後
１
０
０
年
、フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・

チ
ャ
ウ
氏
没
後
70
年
の
記
念
事

業
が
ベ
ト
ナ
ム
で
開
催
さ
れ
た

が
、今
後
の
市
の
対
応
は
。 

答
　
2
市
1
町
で
進
め
る
消
防
本

部
機
能
を
見
極
め
、建
て
替
え
の
場

所
の
選
定
、施
設
の
規
模
を
検
討

す
る
。
ま
た
、北
部
地
域
へ
の
分
署

新
設
は
、新
病
院
開
院
に
あ
わ
せ
て
、

早
期
に
用
地
を
確
保
し
、建
設
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
。

答
　
市
民
の
安
心
感
や
犯
罪
抑
止

の
効
果
を
は
じ
め
、都
市
機
能
の
充

実
に
よ
る
経
済
効
果
も
あ
る
と
考

え
て
い
る
。ま
た
、開
設
を
機
に
、防

犯
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
向
け

て
、2
月
市
議
会
定
例
会
に
提
出

す
る
予
定
で
あ
る
。

問
　
市
民
、行
政
と
警
察
署
の

関
わ
り
は
。
 

 

　
予
防
接
種
に
つ
い
て

答
　
対
象
者
で
あ
る
中
学
1
年
か

ら
高
校
1
年
ま
で
の
女
子
は
、本
市

で
は
1，
7
0
0
人
で
あ
り
、23
年

度
か
ら
の
実
施
に
向
け
、助
成
額
な

ど
を
検
討
し
て
い
る
。
副
作
用
な

ど
の
保
護
者
の
不
安
に
対
し
て
は
、

専
門
医
師
に
よ
る
説
明
会
を
行
う

な
ど
、安
心
し
て
接
種
で
き
る
よ
う

推
進
し
て
い
き
た
い
。

問
　
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
対
す
る
市
の
対
応
は
。 

問
　
消
防
署
庁
舎
の
建
て
替
え

と
北
部
地
域
へ
の
消
防
分
署
の

新
設
を
、ど
う
考
え
て
い
る
か
。 

　
市
民
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る

新
年
度
予
算
編
成
は

　 

「
公
民
館
の
あ
り
方
」
の

検
討
結
果
は

　
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の

導
入
状
況
は
ど
う
か

　
ゲ
リ
ラ
豪
雨
へ
の
盤
石
な

対
策
を

答
　
農
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

な
ど
、健
康
で
質
の
高
い
市
民
生

活
へ
の
取
り
組
み
を
は
じ
め
、総
合

的
な
治
水
対
策
な
ど
の
都
市
基
盤

整
備
、積
極
的
な
企
業
誘
致
、多
様

な
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

答
　
住
民
の
意
見
を
聴
取
し
、地

域
の
実
情
の
把
握
・
検
討
を
し
た

上
で
、安
全
場
所
を
指
定
す
る
。
ま

た
、住
民
を
対
象
に
図
上
訓
練
を

実
施
し
て
お
り
、こ
の
訓
練
結
果

を
も
と
に
、必
要
に
応
じ
て
マ
ニ
ュ

ア
ル
内
容
を
見
直
す
な
ど
、よ
り

安
全
な
避
難
場
所
や
避
難
経
路
の

確
認
作
業
を
行
っ
て
い
く
。

答
　
各
地
区
に
お
け
る
避
難
場
所

や
避
難
経
路
等
の
情
報
を
掲
載
し

た
、地
域
住
民
手
作
り
の
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
新
た
に
作
成
し
、各
戸

配
布
や
公
会
堂
・
公
民
館
へ
の
掲

示
に
よ
り
周
知
を
図
り
、水
害
時

の
避
難
行
動
に
役
立
て
て
い
く
。

答
　
本
年
度
は
奨
励
金
額
を
2
倍

に
し
た
こ
と
も
あ
り
、11
月
末
現
在

で
99
件
の
申
請
が
あ
っ
た
。
昨
年
度

と
比
べ
て
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。

答
　
地
域
と
連
携
す
る
中
で
、建

物
の
所
有
者
に
対
し
、建
築
基
準

法
な
ど
に
基
づ
く
適
正
な
管
理
の

指
導
・
要
求
を
し
て
い
く
。
ま
た
、

法
制
上
の
整
備
に
つ
い
て
も
、各

方
面
へ
働
き
か
け
て
い
く
。

問
　
平
成
23
年
度
に
事
業
推

進
を
図
っ
て
い
き
た
い
重
点
事

業
は
何
か
。 

答
　
県
内
各
市
の
状
況
、本
市
の

公
民
館
の
利
用
状
況
、各
公
民
館

の
運
営
委
員
会
に
よ
る
事
業
実
態

や
予
算
な
ど
の
把
握
に
努
め
て
き

た
。こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、本
年
度

中
に
原
案
を
示
し
、来
年
度
に
は

検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、詳
細

な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

問
　
公
民
館
の
あ
り
方
の
検
討

結
果
と
、そ
の
取
り
組
み
状
況
は
。 

問
　
地
球
温
暖
化
防
止
な
ど
の

観
点
か
ら
、家
庭
用
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
の
導
入
状
況
は
ど

う
か
。 

問
　
ゲ
リ
ラ
豪
雨
を
想
定
し

た
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作

成
し
、周
知
す
べ
き
と
思
う
が
。 

問
　
避
難
場
所
と
避
難
経
路
の

安
全
性
に
つ
い
て
、地
域
の
調
査
、

地
元
へ
の
聴
取
が
必
要
で
は
。 

　
空
き
家
・
廃
屋
の
抑
止

対
策
が
必
要

問
　
地
域
の
協
力
を
求
め
、全

市
的
な
空
き
家
調
査
を
実
施
し
、

そ
の
調
査
結
果
に
対
応
で
き

る
制
度
が
必
要
で
は
。 

フエ市に寄贈された日越友好の碑

4月に開設予定の袋井警察署

公民館で行われた少年学級のしめ縄作り

配布されている洪水ハザードマップ
く ろ い ふ く ろ い ふ 



市政に対する一般質問

寺
田
　
守 

議
員

村
松 

尚 

議
員

大
場 

正
昭 

議
員

沼
上 

賢
次 

議
員

よりよいまちづくりを 
めざして 

　
下
水
道
整
備
は
計
画

ど
お
り
進
展
し
て
い
る
か

　
交
通
事
故
多
発
地
点
へ
の

事
故
防
止
対
策
は

　
公
共
施
設
の
整
備
の

取
り
組
み
は

　
ベ
ト
ナ
ム
と
の
交
流
事
業

の
今
後
の
展
開
は

　
袋
井
警
察
署
開
設
に

あ
た
り
対
応
は

答
　
築
造
工
事
は
11
月
末
時
点
で

進
捗
率
78
％
で
あ
る
。
設
計
委
託

は
国
・
県
の
交
付
金
が
見
込
ま
れ
た

段
階
で
着
手
し
た
い
。
優
先
順
位
は
、

農
業
用
水
へ
の
影
響
に
つ
い
て
も
考

慮
し
て
い
る
。

問
　
今
年
度
の
下
水
道
の
管
渠

築
造
工
事
及
び
設
計
委
託
事
業

は
、計
画
ど
お
り
進
ん
で
い
る
か
。

優
先
順
位
の
考
え
方
は
。 

答
　
啓
発
ポ
ス
タ
ー
3
7
0
枚
、

チ
ラ
シ
4，
3
0
0
枚
を
作
成
し
て

注
意
を
呼
び
か
け
た
。
多
発
地
点

の
対
策
も
現
在
進
め
て
い
る
。

問
　
市
で
作
成
し
た「
交
通
事
故

ピ
ン
マ
ッ
プ
」に
は
６
カ
所
の
事
故

多
発
地
点
が
記
載
さ
れ
て
い
る

が
、防
止
対
策
は
進
ん
で
い
る
か
。 

答
　
記
念
事
業
を
通
じ
て
新
た
な

状
況
も
生
ま
れ
て
き
て
い
る
。
今
後

ど
の
よ
う
な
経
済
交
流
、文
化
交

流
が
必
要
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
　
11
月
に
浅
羽
佐
喜
太
郎
氏

没
後
１
０
０
年
、フ
ァ
ン
・
ボ
イ
・

チ
ャ
ウ
氏
没
後
70
年
の
記
念
事

業
が
ベ
ト
ナ
ム
で
開
催
さ
れ
た

が
、今
後
の
市
の
対
応
は
。 

答
　
2
市
1
町
で
進
め
る
消
防
本

部
機
能
を
見
極
め
、建
て
替
え
の
場

所
の
選
定
、施
設
の
規
模
を
検
討

す
る
。
ま
た
、北
部
地
域
へ
の
分
署

新
設
は
、新
病
院
開
院
に
あ
わ
せ
て
、

早
期
に
用
地
を
確
保
し
、建
設
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
。

答
　
市
民
の
安
心
感
や
犯
罪
抑
止

の
効
果
を
は
じ
め
、都
市
機
能
の
充

実
に
よ
る
経
済
効
果
も
あ
る
と
考

え
て
い
る
。ま
た
、開
設
を
機
に
、防

犯
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
向
け

て
、2
月
市
議
会
定
例
会
に
提
出

す
る
予
定
で
あ
る
。

問
　
市
民
、行
政
と
警
察
署
の

関
わ
り
は
。
 

 

　
予
防
接
種
に
つ
い
て

答
　
対
象
者
で
あ
る
中
学
1
年
か

ら
高
校
1
年
ま
で
の
女
子
は
、本
市

で
は
1，
7
0
0
人
で
あ
り
、23
年

度
か
ら
の
実
施
に
向
け
、助
成
額
な

ど
を
検
討
し
て
い
る
。
副
作
用
な

ど
の
保
護
者
の
不
安
に
対
し
て
は
、

専
門
医
師
に
よ
る
説
明
会
を
行
う

な
ど
、安
心
し
て
接
種
で
き
る
よ
う

推
進
し
て
い
き
た
い
。

問
　
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
対
す
る
市
の
対
応
は
。 

問
　
消
防
署
庁
舎
の
建
て
替
え

と
北
部
地
域
へ
の
消
防
分
署
の

新
設
を
、ど
う
考
え
て
い
る
か
。 

　
市
民
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る

新
年
度
予
算
編
成
は

　 

「
公
民
館
の
あ
り
方
」
の

検
討
結
果
は

　
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の

導
入
状
況
は
ど
う
か

　
ゲ
リ
ラ
豪
雨
へ
の
盤
石
な

対
策
を

答
　
農
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

な
ど
、健
康
で
質
の
高
い
市
民
生

活
へ
の
取
り
組
み
を
は
じ
め
、総
合

的
な
治
水
対
策
な
ど
の
都
市
基
盤

整
備
、積
極
的
な
企
業
誘
致
、多
様

な
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

答
　
住
民
の
意
見
を
聴
取
し
、地

域
の
実
情
の
把
握
・
検
討
を
し
た

上
で
、安
全
場
所
を
指
定
す
る
。
ま

た
、住
民
を
対
象
に
図
上
訓
練
を

実
施
し
て
お
り
、こ
の
訓
練
結
果

を
も
と
に
、必
要
に
応
じ
て
マ
ニ
ュ

ア
ル
内
容
を
見
直
す
な
ど
、よ
り

安
全
な
避
難
場
所
や
避
難
経
路
の

確
認
作
業
を
行
っ
て
い
く
。

答
　
各
地
区
に
お
け
る
避
難
場
所

や
避
難
経
路
等
の
情
報
を
掲
載
し

た
、地
域
住
民
手
作
り
の
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
新
た
に
作
成
し
、各
戸

配
布
や
公
会
堂
・
公
民
館
へ
の
掲

示
に
よ
り
周
知
を
図
り
、水
害
時

の
避
難
行
動
に
役
立
て
て
い
く
。

答
　
本
年
度
は
奨
励
金
額
を
2
倍

に
し
た
こ
と
も
あ
り
、11
月
末
現
在

で
99
件
の
申
請
が
あ
っ
た
。
昨
年
度

と
比
べ
て
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。

答
　
地
域
と
連
携
す
る
中
で
、建

物
の
所
有
者
に
対
し
、建
築
基
準

法
な
ど
に
基
づ
く
適
正
な
管
理
の

指
導
・
要
求
を
し
て
い
く
。
ま
た
、

法
制
上
の
整
備
に
つ
い
て
も
、各

方
面
へ
働
き
か
け
て
い
く
。

問
　
平
成
23
年
度
に
事
業
推

進
を
図
っ
て
い
き
た
い
重
点
事

業
は
何
か
。 

答
　
県
内
各
市
の
状
況
、本
市
の

公
民
館
の
利
用
状
況
、各
公
民
館

の
運
営
委
員
会
に
よ
る
事
業
実
態

や
予
算
な
ど
の
把
握
に
努
め
て
き

た
。こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、本
年
度

中
に
原
案
を
示
し
、来
年
度
に
は

検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、詳
細

な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

問
　
公
民
館
の
あ
り
方
の
検
討

結
果
と
、そ
の
取
り
組
み
状
況
は
。 

問
　
地
球
温
暖
化
防
止
な
ど
の

観
点
か
ら
、家
庭
用
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
の
導
入
状
況
は
ど

う
か
。 

問
　
ゲ
リ
ラ
豪
雨
を
想
定
し

た
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作

成
し
、周
知
す
べ
き
と
思
う
が
。 

問
　
避
難
場
所
と
避
難
経
路
の

安
全
性
に
つ
い
て
、地
域
の
調
査
、

地
元
へ
の
聴
取
が
必
要
で
は
。 

　
空
き
家
・
廃
屋
の
抑
止

対
策
が
必
要

問
　
地
域
の
協
力
を
求
め
、全

市
的
な
空
き
家
調
査
を
実
施
し
、

そ
の
調
査
結
果
に
対
応
で
き

る
制
度
が
必
要
で
は
。 

フエ市に寄贈された日越友好の碑

4月に開設予定の袋井警察署

公民館で行われた少年学級のしめ縄作り

配布されている洪水ハザードマップ
く ろ い ふ く ろ い ふ 



市政に対する一般質問

山
田 

貴
子 

議
員

大
庭 

通
嘉 

議
員

寺
井 

雄
二 

議
員

田
中 

克
周 

議
員

よりよいまちづくりを 
めざして 

　
高
齢
者
虐
待
に
つ
い
て

　
夜
間
走
行
は
ハ
イ
ビ
ー
ム

の
徹
底
を

　
国
本
の
ま
ち
づ
く
り
は

　
現
市
民
病
院
の
利
活
用
は

問
　
年
々
増
え
て
い
る
高
齢
者

虐
待
の
防
止
に
対
す
る
取
り
組

み
は
。 

問
　
事
故
防
止
の
た
め
「
夜

間
走
行
の
前
照
灯
は
ハ
イ
ビ
ー

ム
が
基
本
」
の
徹
底
指
導
を
。 

答
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や

介
護
支
援
相
談
員
、民
生
委
員
と

気
軽
に
相
談
で
き
る
体
制
の
充
実

に
努
め
、ま
た
、「
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」の
構
築
を
目
指
す
。

　
道
路
整
備
に
つ
い
て

問
　
都
市
計
画
道
路
川
井
山

梨
線
と
下
山
梨
山
科
線
の
早
期

着
工
を
。 

答
　
川
井
山
梨
線
は
、多
く
の
建

物
が
移
転
対
象
と
な
る
な
ど
課
題

も
多
く
、地
域
の
合
意
形
成
を
図

る「
事
業
化
準
備
事
業
」を
適
用
し
、

協
議
し
て
い
き
た
い
。
下
山
梨
山

科
線
の
道
路
拡
張
整
備
は
、関
係

者
の
理
解
と
地
権
者
の
協
力
を
得

て
、今
後
、財
政
状
況
を
見
極
め
た

中
で
事
業
着
手
し
て
い
き
た
い
。

答
　
自
治
会
内
の
回
覧
や
市
広
報

紙
へ
の
掲
載
を
行
い
、ま
た
、交
通

安
全
協
会
磐
田
地
区
支
部
で
は
、

啓
発
看
板
に
よ
り
、ハ
イ
ビ
ー
ム
活

用
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。
今
後
も
引
き

続
き
、磐
田
警
察
や
交
通
安
全
連

合
会
な
ど
に
協
力
を
依
頼
し
、Ｐ
Ｒ

に
努
め
て
い
き
た
い
。

問
　
掛
川
と
の
病
院
統
合
後
、

現
病
院
の
活
用
及
び
外
来
・
健

診
セ
ン
タ
ー
や
介
護
施
設
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。
 

　
自
主
運
行
バ
ス
は

問
　
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

（
Ｓ
Ｃ
）
進
出
を
前
提
と
し
て
、こ

の
６
年
間
議
論
し
て
き
た
と
承

知
し
て
い
る
が
違
う
の
か
。 

　
予
算
編
成
過
程
の
公
開
を
望
む

問
　
予
算
編
成
方
針
や
各
課
か

ら
の
予
算
要
求
、さ
ら
に
予
算
案

が
で
き
る
ま
で
の
一
連
の
編
成
過

程
の
公
開
を
ど
う
考
え
る
か
。 

　
三
重
県
玉
城
町
と
の

友
好
交
流
の
取
り
組
み

　 

安
全
安
心
な
水
道
対
策

に
つ
い
て

　
認
知
症
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

体
制
づ
く
り
は

　
地
域
医
療
を
守
る
た
め
の

取
り
組
み
が
必
要

答
　
公
開
す
る
こ
と
は
重
要
な
こ

と
と
認
識
し
て
い
る
。
公
開
方
法

に
つ
い
て
は
、今
後
よ
く
検
討
し
て

い
き
た
い
。

答
　
現
在
、各
課
で
作
成
し
た
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
よ
り
、公
金
の
適
正
な

管
理
を
し
て
い
る
。
市
の
債
権
に

対
す
る
事
務
処
理
の
統
一
基
準
を

作
成
す
る
こ
と
は
効
果
的
で
あ
る

こ
と
か
ら
、債
権
管
理
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
は
、今
後
積
極
的
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

答
　
総
合
的
健
康
支
援
の
拠
点
施

設
と
し
て
、保
健
、医
療
、福
祉
等
、

関
係
団
体
の
集
約
を
検
討
し
て
い

る
。
医
師
会
と
も
協
議
し
、総
合
内

科
的
な
外
来
の
設
置
を
、民
間
活

力
も
視
野
に
入
れ
検
討
す
る
。ま
た
、

新
病
院
後
方
支
援
施
設
と
し
て
、

回
復
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
床
、

療
養
病
床
を
1
5
0
床
程
度
整
備

し
た
い
。

問
　
市
は
、平
成
21
年
11
月
の

バ
ス
路
線
再
編
で
利
用
者
を
激

減
さ
せ
た
。
今
後
の
対
策
を
伺
う
。

ま
た
、新
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。
 

答
　
7
月
よ
り
新
運
行
ル
ー
ト
に

変
更
予
定
。
現
在
試
行
運
行
し
て

い
る
地
域
協
働
運
行
バ
ス
も
導
入

し
た
い
。
新
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
、

需
要
調
査
を
行
い
、23
年
度
中
に

路
線
決
定
を
し
た
い
。

答
　
静
岡
子
ど
も
救
急
電
話
相
談

や
急
病
対
応
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
等
、急

病
時
に
役
立
つ
情
報
の
紹
介
を
は

じ
め
、医
療
機
関
や
市
民
活
動
団

体
な
ど
と
連
携
し
、効
果
的
な
啓

発
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

答
　
Ｓ
Ｃ
だ
け
に
こ
だ
わ
ら
な
い
。

今
後
も
実
現
に
向
け
努
力
す
る
。

答
　
生
活
様
式
の
変
化
や
世
帯
数

の
増
加
等
に
よ
り
、水
需
要
に
こ

た
え
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
る
た
め
、

配
管
の
布
設
替
え
な
ど
の
対
応
を

し
て
い
る
。
ま
た
、老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
枝
配
管
も
あ
る
た
め
、計

画
的
に
更
新
を
し
て
い
き
た
い
。

答
　
地
元
有
志
の
さ
ら
な
る
交

流
の
活
性
化
や
市
民
全
体
で
の
機

運
の
盛
り
上
が
り
を
期
待
す
る
。

ま
た
、玉
城
町
の
意
向
を
伺
う
中

で
、新
た
な
都
市
交
流
の
関
係
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
　
久
野
城
と
三
重
県
玉
城

町
の
田
丸
城
と
の
歴
史
を
と
ら

え
て
、友
好
交
流
提
携
が
で
き

な
い
か
。 

答
　
市
と
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
、徘
徊
者
の
早
期
発
見
・
保
護
が

で
き
る
よ
う
、徘
徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
の
協
議
を
進
め
て
い

る
。
実
効
性
の
あ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
な
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

問
　
簡
易
水
道
か
ら
上
水
道
に

切
り
替
え
た
枝
配
管
は
、水
需
要

に
こ
た
え
て
い
る
か
。
ま
た
配
管

の
更
新
計
画
は
で
き
て
い
る
か
。 

問
　
認
知
症
徘
徊
に
つ
い
て
、ど

の
よ
う
に
対
応
さ
れ
て
い
る
か
。 

問
　
「
コ
ン
ビ
ニ
受
診
」「
安

易
な
救
急
車
の
要
請
」
を
抑
制

す
る
た
め
、市
民
の
適
切
な
受

診
行
動
が
求
め
ら
れ
る
が
、そ

の
啓
発
・
普
及
活
動
は
ど
う
か
。 

　
未
回
収
債
権
の
回
収
対
策
は

問
　
未
回
収
債
権
の
管
理
の

適
正
化
を
徹
底
す
る
た
め
、条

例
を
制
定
す
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。 

早期の事業着工が望まれる川井山梨線

試行運行がはじまった地域協働運行バス

水需要にこたえるための配管の布設替え

地域医療の意見交換会「しゃべり場救急座談会」
く ろ い ふ く ろ い ふ 



市政に対する一般質問

山
田 

貴
子 

議
員

大
庭 

通
嘉 

議
員

寺
井 

雄
二 

議
員

田
中 

克
周 

議
員

よりよいまちづくりを 
めざして 

　
高
齢
者
虐
待
に
つ
い
て

　
夜
間
走
行
は
ハ
イ
ビ
ー
ム

の
徹
底
を

　
国
本
の
ま
ち
づ
く
り
は

　
現
市
民
病
院
の
利
活
用
は

問
　
年
々
増
え
て
い
る
高
齢
者

虐
待
の
防
止
に
対
す
る
取
り
組

み
は
。 

問
　
事
故
防
止
の
た
め
「
夜

間
走
行
の
前
照
灯
は
ハ
イ
ビ
ー

ム
が
基
本
」
の
徹
底
指
導
を
。 

答
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や

介
護
支
援
相
談
員
、民
生
委
員
と

気
軽
に
相
談
で
き
る
体
制
の
充
実

に
努
め
、ま
た
、「
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」の
構
築
を
目
指
す
。

　
道
路
整
備
に
つ
い
て

問
　
都
市
計
画
道
路
川
井
山

梨
線
と
下
山
梨
山
科
線
の
早
期

着
工
を
。 

答
　
川
井
山
梨
線
は
、多
く
の
建

物
が
移
転
対
象
と
な
る
な
ど
課
題

も
多
く
、地
域
の
合
意
形
成
を
図

る「
事
業
化
準
備
事
業
」を
適
用
し
、

協
議
し
て
い
き
た
い
。
下
山
梨
山

科
線
の
道
路
拡
張
整
備
は
、関
係

者
の
理
解
と
地
権
者
の
協
力
を
得

て
、今
後
、財
政
状
況
を
見
極
め
た

中
で
事
業
着
手
し
て
い
き
た
い
。

答
　
自
治
会
内
の
回
覧
や
市
広
報

紙
へ
の
掲
載
を
行
い
、ま
た
、交
通

安
全
協
会
磐
田
地
区
支
部
で
は
、

啓
発
看
板
に
よ
り
、ハ
イ
ビ
ー
ム
活

用
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。
今
後
も
引
き

続
き
、磐
田
警
察
や
交
通
安
全
連

合
会
な
ど
に
協
力
を
依
頼
し
、Ｐ
Ｒ

に
努
め
て
い
き
た
い
。

問
　
掛
川
と
の
病
院
統
合
後
、

現
病
院
の
活
用
及
び
外
来
・
健

診
セ
ン
タ
ー
や
介
護
施
設
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。
 

　
自
主
運
行
バ
ス
は

問
　
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

（
Ｓ
Ｃ
）
進
出
を
前
提
と
し
て
、こ

の
６
年
間
議
論
し
て
き
た
と
承

知
し
て
い
る
が
違
う
の
か
。 

　
予
算
編
成
過
程
の
公
開
を
望
む

問
　
予
算
編
成
方
針
や
各
課
か

ら
の
予
算
要
求
、さ
ら
に
予
算
案

が
で
き
る
ま
で
の
一
連
の
編
成
過

程
の
公
開
を
ど
う
考
え
る
か
。 

　
三
重
県
玉
城
町
と
の

友
好
交
流
の
取
り
組
み

　 

安
全
安
心
な
水
道
対
策

に
つ
い
て

　
認
知
症
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

体
制
づ
く
り
は

　
地
域
医
療
を
守
る
た
め
の

取
り
組
み
が
必
要

答
　
公
開
す
る
こ
と
は
重
要
な
こ

と
と
認
識
し
て
い
る
。
公
開
方
法

に
つ
い
て
は
、今
後
よ
く
検
討
し
て

い
き
た
い
。

答
　
現
在
、各
課
で
作
成
し
た
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
よ
り
、公
金
の
適
正
な

管
理
を
し
て
い
る
。
市
の
債
権
に

対
す
る
事
務
処
理
の
統
一
基
準
を

作
成
す
る
こ
と
は
効
果
的
で
あ
る

こ
と
か
ら
、債
権
管
理
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
は
、今
後
積
極
的
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

答
　
総
合
的
健
康
支
援
の
拠
点
施

設
と
し
て
、保
健
、医
療
、福
祉
等
、

関
係
団
体
の
集
約
を
検
討
し
て
い

る
。
医
師
会
と
も
協
議
し
、総
合
内

科
的
な
外
来
の
設
置
を
、民
間
活

力
も
視
野
に
入
れ
検
討
す
る
。ま
た
、

新
病
院
後
方
支
援
施
設
と
し
て
、

回
復
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
床
、

療
養
病
床
を
1
5
0
床
程
度
整
備

し
た
い
。

問
　
市
は
、平
成
21
年
11
月
の

バ
ス
路
線
再
編
で
利
用
者
を
激

減
さ
せ
た
。
今
後
の
対
策
を
伺
う
。

ま
た
、新
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。
 

答
　
7
月
よ
り
新
運
行
ル
ー
ト
に

変
更
予
定
。
現
在
試
行
運
行
し
て

い
る
地
域
協
働
運
行
バ
ス
も
導
入

し
た
い
。
新
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
、

需
要
調
査
を
行
い
、23
年
度
中
に

路
線
決
定
を
し
た
い
。

答
　
静
岡
子
ど
も
救
急
電
話
相
談

や
急
病
対
応
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
等
、急

病
時
に
役
立
つ
情
報
の
紹
介
を
は

じ
め
、医
療
機
関
や
市
民
活
動
団

体
な
ど
と
連
携
し
、効
果
的
な
啓

発
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

答
　
Ｓ
Ｃ
だ
け
に
こ
だ
わ
ら
な
い
。

今
後
も
実
現
に
向
け
努
力
す
る
。

答
　
生
活
様
式
の
変
化
や
世
帯
数

の
増
加
等
に
よ
り
、水
需
要
に
こ

た
え
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
る
た
め
、

配
管
の
布
設
替
え
な
ど
の
対
応
を

し
て
い
る
。
ま
た
、老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
枝
配
管
も
あ
る
た
め
、計

画
的
に
更
新
を
し
て
い
き
た
い
。

答
　
地
元
有
志
の
さ
ら
な
る
交

流
の
活
性
化
や
市
民
全
体
で
の
機

運
の
盛
り
上
が
り
を
期
待
す
る
。

ま
た
、玉
城
町
の
意
向
を
伺
う
中

で
、新
た
な
都
市
交
流
の
関
係
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
　
久
野
城
と
三
重
県
玉
城

町
の
田
丸
城
と
の
歴
史
を
と
ら

え
て
、友
好
交
流
提
携
が
で
き

な
い
か
。 

答
　
市
と
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
、徘
徊
者
の
早
期
発
見
・
保
護
が

で
き
る
よ
う
、徘
徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
の
協
議
を
進
め
て
い

る
。
実
効
性
の
あ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
な
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

問
　
簡
易
水
道
か
ら
上
水
道
に

切
り
替
え
た
枝
配
管
は
、水
需
要

に
こ
た
え
て
い
る
か
。
ま
た
配
管

の
更
新
計
画
は
で
き
て
い
る
か
。 

問
　
認
知
症
徘
徊
に
つ
い
て
、ど

の
よ
う
に
対
応
さ
れ
て
い
る
か
。 

問
　
「
コ
ン
ビ
ニ
受
診
」「
安

易
な
救
急
車
の
要
請
」
を
抑
制

す
る
た
め
、市
民
の
適
切
な
受

診
行
動
が
求
め
ら
れ
る
が
、そ

の
啓
発
・
普
及
活
動
は
ど
う
か
。 

　
未
回
収
債
権
の
回
収
対
策
は

問
　
未
回
収
債
権
の
管
理
の

適
正
化
を
徹
底
す
る
た
め
、条

例
を
制
定
す
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。 

早期の事業着工が望まれる川井山梨線

試行運行がはじまった地域協働運行バス

水需要にこたえるための配管の布設替え

地域医療の意見交換会「しゃべり場救急座談会」
く ろ い ふ く ろ い ふ 



市政に対する一般質問

高
橋 

美
博 

議
員

戸
塚 

文
彦 

議
員

よりよいまちづくりを 
めざして 

浅
田 

二
郎 

議
員

秋
田 

稔 

議
員

　
緊
急
の
経
済
対
策
が

必
要
で
は

　
学
校
図
書
館
の
さ
ら
な
る

充
実
を

　
中
心
市
街
地
構
想
は

　
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

の
拡
充
は

問
　
長
引
く
不
況
に
よ
り
、中

小
企
業
の
経
営
が
厳
し
い
。
市

独
自
の
経
済
対
策
を
打
ち
出
す

考
え
は
な
い
か
。 

問
　
平
成
17
年
か
ら
図
書
館
サ
ポ
ー

タ
ー
が
配
置
さ
れ
た
が
、そ
の
仕

事
内
容
と
成
果
は
ど
う
か
。 

問
　
三
島
市
や
富
士
市
な
ど
で

は
全
小
中
学
校
に
図
書
館
司
書

が
配
置
さ
れ
て
い
る
。本
市
で
も
、

人
員
や
勤
務
時
間
数
を
増
や

す
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。 

答
　
当
面
は
現
状
の
体
制
で
進
め

て
い
き
た
い
。
保
護
者
や
地
域
住
民

に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
を
借
り

な
が
ら
、有
意
義
な
学
校
図
書
館

運
営
を
目
指
し
、質
的
向
上
を
工

夫
し
て
い
く
。

問
　
掛
川
市
は
、小
学
校
３
年

生
ま
で
、１
回
５
０
０
円
負
担

で
通
院
で
き
る
が
、本
市
も
拡

充
の
検
討
を
す
べ
き
で
は
。
 

　
旧
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

跡
地
利
用
は

問
　
中
心
市
街
地
活
性
化
基

本
計
画
を
白
紙
に
戻
し
た
後
、

ま
ち
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
示

さ
れ
て
い
な
い
が
ど
う
か
。 

問
　
平
成
23
年
4
月
に
オ
ー
プ

ン
す
る
風
見
の
丘
へ
の
交
通
手

段
を
ど
う
す
る
か
。 

　
食
育
推
進
の
立
場
で
学
校

給
食
を

　 

新
た
な
課
税
は
納
税
者
の

理
解
・
納
得
を

　
焼
却
場
建
設
に
伴
う
地
域

振
興
施
策
は

答
　
本
市
で
は
、小
学
校
就
学
前

の
子
ど
も
の
通
院
に
か
か
る
自
己

負
担
額
を
無
料
と
し
て
お
り
、今
の

段
階
で
は
、現
行
の
制
度
を
継
続

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、こ
の
よ
う

な
助
成
制
度
は
、県
下
で
統
一
す
る

べ
き
と
考
え
て
い
る
。

答
　
国
の
補
正
予
算
が
11
月
末
に

追
加
さ
れ
て
い
る
た
め
、12
月
に
追

加
補
正
を
考
え
た
い
。
事
業
化
の

際
は
、市
内
業
者
に
発
注
で
き
る
よ

う
配
慮
し
て
い
き
た
い
。

答
　
現
在
5
名
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が

3
〜
4
校
を
担
当
し
、市
内
全
小
・

中
学
校
を
週
1
日
以
上
巡
回
し
て

い
る
。
1
日
4
時
間
、年
間
1
6
0

日
の
勤
務
を
基
本
と
し
、蔵
書
管
理

な
ど
を
行
っ
て
お
り
、図
書
貸
し
出

し
数
も
順
調
に
伸
び
て
い
る
。

答
　
自
主
運
行
バ
ス
の
乗
り
入
れ
が

で
き
る
よ
う
に
、運
行
路
線
の
見
直

し
と
あ
わ
せ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

答
　
平
成
20
年
度
に
、自
然
環
境

調
査
の
対
象
区
域
約
2
2
0
ha
の

う
ち
、県
道
磐
田
掛
川
線
の
南
側

を
中
心
に
、約
96
ha
の
区
域
の
調

査
を
し
た
結
果
、筆
数
は
1，
1
7
1

筆
で
あ
り
、地
目
別
で
は
、山
林
が

54
ha
で
約
56
％
、畑
が
29
ha
で
約

30
％
、地
権
者
は
2
2
4
人
で
あ
っ

た
。
今
後
、ま
ず
は
、こ
れ
ま
で
の

経
過
を
笠
原
地
区
へ
報
告
し
て
い

き
た
い
。

問
　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

具
体
的
な
進
め
方
は
。
 

答
　
多
目
的
広
場
は
、袋
井
市
森

町
広
域
行
政
組
合
が
、雨
水
調
整

池
兼
用
と
し
て
整
備
し
た
。
広
場

内
の
ベ
ン
チ
や
更
衣
室
等
の
設
置

は
、調
整
池
と
の
兼
ね
合
い
か
ら

難
し
い
が
、今
後
、利
用
状
況
や
利

用
者
の
意
見
を
伺
い
、必
要
に
応

じ
設
置
を
検
討
し
て
い
く
。
今
後

の
管
理
は
、風
見
の
丘
と
の
一
体

的
な
管
理
方
法
を
検
討
し
た
い
。

答
　
計
画
の
再
策
定
に
つ
い
て
、商

工
会
議
所
と
改
め
て
話
し
合
っ
て

い
く
と
と
も
に
、ソ
フ
ト
面
の
推
進

も
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

答
　
広
報
紙
等
へ
の
掲
載
、新
た

に
課
税
さ
れ
る
方
へ
の
お
知
ら
せ

な
ど
周
知
に
努
め
て
き
た
。
お
知

ら
せ
に
は
33
件
の
問
い
合
わ
せ
が

あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
に
回
答
し
理
解

を
い
た
だ
い
た
と
考
え
て
い
る
。

答
　
学
校
給
食
の
普
及
・
充
実
に

向
け
、「
生
き
た
教
材
と
し
て
の

活
用
」「
地
産
地
消
の
推
進
」「
単

独
調
理
方
式
の
効
果
の
周
知
・
普

及
」
な
ど
の
必
要
性
が
示
さ
れ
て

い
る
。

問
　
食
育
の
推
進
が
国
の
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
国

の
食
育
推
進
基
本
計
画
で
、学

校
給
食
は
ど
の
よ
う
に
示
さ

れ
て
い
る
か
。 

答
　
施
設
の
解
体
は
、防
火
や
防

犯
上
の
問
題
、ま
た
景
観
等
の
観

点
か
ら
も
、早
い
段
階
で
行
う
。
跡

地
利
用
に
つ
い
て
は
、有
効
な
利

活
用
が
期
待
さ
れ
る
貴
重
な
市
有

地
で
あ
る
の
で
、よ
く
検
討
し
、地

元
の
意
見
も
伺
い
な
が
ら
進
め
て

い
く
。

問
　
都
市
計
画
税
の
目
的
、税

率
、使
途
な
ど
、知
れ
ば
知
る
ほ

ど
疑
問
・
不
満
・
怒
り
が
募
っ
て

い
る
。ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。 

答
　
行
政
の
効
率
化
だ
け
で
な
く
、

安
全
で
お
い
し
く
、衛
生
的
な
給

食
の
維
持
・
向
上
が
図
ら
れ
る
。
ま

た
、学
校
栄
養
職
員
に
よ
る
専
門

的
な
食
育
の
推
進
な
ど
、教
育
の

一
環
と
し
て
も
、適
切
な
運
営
方
法

で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。

問
　
市
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

大
型
化
や
民
間
委
託
の
方
針
は
、

こ
う
し
た
食
育
推
進
の
立
場

と
逆
方
向
で
は
な
い
か
。 

問
　
サ
ン
サ
ー
ラ
い
ご
お
か
内
多

目
的
広
場
に
お
い
て
、更
衣
室
や

日
陰
が
な
い
な
ど
の
問
題
点
へ
の

対
応
は
ど
う
か
。ま
た
、今
後
の
外

部
委
託
を
ど
う
考
え
る
か
。 

問
　
小
笠
山
山
麓
開
発
の
用

地
調
査
結
果
の
報
告
は
。 

サポーターが配置された学校図書館

跡地利用が検討される旧クリーンセンター

市広報紙による都市計画税の周知

サンサーラいごおか内に整備された多目的広場
く ろ い ふ く ろ い ふ 



市政に対する一般質問

高
橋 

美
博 

議
員

戸
塚 

文
彦 

議
員

よりよいまちづくりを 
めざして 

浅
田 

二
郎 

議
員

秋
田 

稔 

議
員

　
緊
急
の
経
済
対
策
が

必
要
で
は

　
学
校
図
書
館
の
さ
ら
な
る

充
実
を

　
中
心
市
街
地
構
想
は

　
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

の
拡
充
は

問
　
長
引
く
不
況
に
よ
り
、中

小
企
業
の
経
営
が
厳
し
い
。
市

独
自
の
経
済
対
策
を
打
ち
出
す

考
え
は
な
い
か
。 

問
　
平
成
17
年
か
ら
図
書
館
サ
ポ
ー

タ
ー
が
配
置
さ
れ
た
が
、そ
の
仕

事
内
容
と
成
果
は
ど
う
か
。 

問
　
三
島
市
や
富
士
市
な
ど
で

は
全
小
中
学
校
に
図
書
館
司
書

が
配
置
さ
れ
て
い
る
。本
市
で
も
、

人
員
や
勤
務
時
間
数
を
増
や

す
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。 

答
　
当
面
は
現
状
の
体
制
で
進
め

て
い
き
た
い
。
保
護
者
や
地
域
住
民

に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
を
借
り

な
が
ら
、有
意
義
な
学
校
図
書
館

運
営
を
目
指
し
、質
的
向
上
を
工

夫
し
て
い
く
。

問
　
掛
川
市
は
、小
学
校
３
年

生
ま
で
、１
回
５
０
０
円
負
担

で
通
院
で
き
る
が
、本
市
も
拡

充
の
検
討
を
す
べ
き
で
は
。
 

　
旧
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

跡
地
利
用
は

問
　
中
心
市
街
地
活
性
化
基

本
計
画
を
白
紙
に
戻
し
た
後
、

ま
ち
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
示

さ
れ
て
い
な
い
が
ど
う
か
。 

問
　
平
成
23
年
4
月
に
オ
ー
プ

ン
す
る
風
見
の
丘
へ
の
交
通
手

段
を
ど
う
す
る
か
。 

　
食
育
推
進
の
立
場
で
学
校

給
食
を

　 

新
た
な
課
税
は
納
税
者
の

理
解
・
納
得
を

　
焼
却
場
建
設
に
伴
う
地
域

振
興
施
策
は

答
　
本
市
で
は
、小
学
校
就
学
前

の
子
ど
も
の
通
院
に
か
か
る
自
己

負
担
額
を
無
料
と
し
て
お
り
、今
の

段
階
で
は
、現
行
の
制
度
を
継
続

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、こ
の
よ
う

な
助
成
制
度
は
、県
下
で
統
一
す
る

べ
き
と
考
え
て
い
る
。

答
　
国
の
補
正
予
算
が
11
月
末
に

追
加
さ
れ
て
い
る
た
め
、12
月
に
追

加
補
正
を
考
え
た
い
。
事
業
化
の

際
は
、市
内
業
者
に
発
注
で
き
る
よ

う
配
慮
し
て
い
き
た
い
。

答
　
現
在
5
名
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が

3
〜
4
校
を
担
当
し
、市
内
全
小
・

中
学
校
を
週
1
日
以
上
巡
回
し
て

い
る
。
1
日
4
時
間
、年
間
1
6
0

日
の
勤
務
を
基
本
と
し
、蔵
書
管
理

な
ど
を
行
っ
て
お
り
、図
書
貸
し
出

し
数
も
順
調
に
伸
び
て
い
る
。

答
　
自
主
運
行
バ
ス
の
乗
り
入
れ
が

で
き
る
よ
う
に
、運
行
路
線
の
見
直

し
と
あ
わ
せ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

答
　
平
成
20
年
度
に
、自
然
環
境

調
査
の
対
象
区
域
約
2
2
0
ha
の

う
ち
、県
道
磐
田
掛
川
線
の
南
側

を
中
心
に
、約
96
ha
の
区
域
の
調

査
を
し
た
結
果
、筆
数
は
1，
1
7
1

筆
で
あ
り
、地
目
別
で
は
、山
林
が

54
ha
で
約
56
％
、畑
が
29
ha
で
約

30
％
、地
権
者
は
2
2
4
人
で
あ
っ

た
。
今
後
、ま
ず
は
、こ
れ
ま
で
の

経
過
を
笠
原
地
区
へ
報
告
し
て
い

き
た
い
。

問
　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

具
体
的
な
進
め
方
は
。
 

答
　
多
目
的
広
場
は
、袋
井
市
森

町
広
域
行
政
組
合
が
、雨
水
調
整

池
兼
用
と
し
て
整
備
し
た
。
広
場

内
の
ベ
ン
チ
や
更
衣
室
等
の
設
置

は
、調
整
池
と
の
兼
ね
合
い
か
ら

難
し
い
が
、今
後
、利
用
状
況
や
利

用
者
の
意
見
を
伺
い
、必
要
に
応

じ
設
置
を
検
討
し
て
い
く
。
今
後

の
管
理
は
、風
見
の
丘
と
の
一
体

的
な
管
理
方
法
を
検
討
し
た
い
。

答
　
計
画
の
再
策
定
に
つ
い
て
、商

工
会
議
所
と
改
め
て
話
し
合
っ
て

い
く
と
と
も
に
、ソ
フ
ト
面
の
推
進

も
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

答
　
広
報
紙
等
へ
の
掲
載
、新
た

に
課
税
さ
れ
る
方
へ
の
お
知
ら
せ

な
ど
周
知
に
努
め
て
き
た
。
お
知

ら
せ
に
は
33
件
の
問
い
合
わ
せ
が

あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
に
回
答
し
理
解

を
い
た
だ
い
た
と
考
え
て
い
る
。

答
　
学
校
給
食
の
普
及
・
充
実
に

向
け
、「
生
き
た
教
材
と
し
て
の

活
用
」「
地
産
地
消
の
推
進
」「
単

独
調
理
方
式
の
効
果
の
周
知
・
普

及
」
な
ど
の
必
要
性
が
示
さ
れ
て

い
る
。

問
　
食
育
の
推
進
が
国
の
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
国

の
食
育
推
進
基
本
計
画
で
、学

校
給
食
は
ど
の
よ
う
に
示
さ

れ
て
い
る
か
。 

答
　
施
設
の
解
体
は
、防
火
や
防

犯
上
の
問
題
、ま
た
景
観
等
の
観

点
か
ら
も
、早
い
段
階
で
行
う
。
跡

地
利
用
に
つ
い
て
は
、有
効
な
利

活
用
が
期
待
さ
れ
る
貴
重
な
市
有

地
で
あ
る
の
で
、よ
く
検
討
し
、地

元
の
意
見
も
伺
い
な
が
ら
進
め
て

い
く
。

問
　
都
市
計
画
税
の
目
的
、税

率
、使
途
な
ど
、知
れ
ば
知
る
ほ

ど
疑
問
・
不
満
・
怒
り
が
募
っ
て

い
る
。ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。 

答
　
行
政
の
効
率
化
だ
け
で
な
く
、

安
全
で
お
い
し
く
、衛
生
的
な
給

食
の
維
持
・
向
上
が
図
ら
れ
る
。
ま

た
、学
校
栄
養
職
員
に
よ
る
専
門

的
な
食
育
の
推
進
な
ど
、教
育
の

一
環
と
し
て
も
、適
切
な
運
営
方
法

で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。

問
　
市
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

大
型
化
や
民
間
委
託
の
方
針
は
、

こ
う
し
た
食
育
推
進
の
立
場

と
逆
方
向
で
は
な
い
か
。 

問
　
サ
ン
サ
ー
ラ
い
ご
お
か
内
多

目
的
広
場
に
お
い
て
、更
衣
室
や

日
陰
が
な
い
な
ど
の
問
題
点
へ
の

対
応
は
ど
う
か
。ま
た
、今
後
の
外

部
委
託
を
ど
う
考
え
る
か
。 

問
　
小
笠
山
山
麓
開
発
の
用

地
調
査
結
果
の
報
告
は
。 

サポーターが配置された学校図書館

跡地利用が検討される旧クリーンセンター

市広報紙による都市計画税の周知

サンサーラいごおか内に整備された多目的広場
く ろ い ふ く ろ い ふ 



市政に対する一般質問 よりよいまちづくりを 
めざして 

山
本 

貴
史 

議
員

芝
田 

　
二 

議
員

　
平
成
23
年
度
予
算
編
成

方
針
に
つ
い
て

　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援 

に
つ
い
て

　
キ
ャ
リ
ア
教
育
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

答
　
行
政
運
営
の
無
駄
を
排
除
す

べ
く
、全
事
業
の
見
直
し
を
行
う
。

ま
た
、市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
推
進
、農
を
活
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
、広
域
連
携
の
推

進
を
重
点
的
な
取
り
組
み
と
し
た

上
で
、市
民
目
線
に
立
ち
、市
の
将

来
像
で
あ
る
日
本
一
健
康
文
化
都

市
の
実
現
を
目
指
す
。

問
　
予
算
編
成
に
あ
た
り
、市

長
の
基
本
的
な
考
え
は
。 

答
　
平
成
22
年
度
の
税
収
見
通
し

は
、法
人
市
民
税
は
予
算
額
に
対

し
5
億
円
増
の
13
億
円
程
度
、個

人
市
民
税
や
固
定
資
産
税
は
1
億

円
強
の
減
少
と
見
込
ん
で
い
る
。

来
年
度
の
税
収
見
通
し
は
、法
人

市
民
税
は
12
億
円
程
度
、個
人
市

民
税
は
、本
年
度
収
入
よ
り
も
若

干
下
回
る
と
予
想
し
て
い
る
。

問
　
今
年
度
及
び
来
年
度
の

税
収
見
通
し
は
。 

答
　
本
部
は
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
活
動
拠
点

と
し
て
、大
変
重
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
ま
た
、活
動
の
最
終

的
責
任
は
市
の
災
害
対
策
本
部
に

あ
る
。
今
後
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
の
Ｐ
Ｒ
や
、市
民
へ
の
啓

発
を
行
っ
て
い
く
。

問
　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
本
部

へ
の
理
解
度
及
び
責
任
の
所
在
、

支
援
体
制
は
ど
う
か
。 

答
　
ま
ず
は
、幼
・
小
・
中
の
連
続

性
を
意
識
し
て
、あ
い
さ
つ
か
ら
始

ま
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

育
成
な
ど
、日
常
の
中
で
無
理
な

く
取
り
組
め
る
こ
と
か
ら
進
め
て

い
く
。
ま
た
、高
校
で
の
キ
ャ
リ
ア

教
育
の
課
題
を
共
有
化
す
る
た
め

に
も
、中
高
連
絡
会
の
中
で
情
報

交
換
を
進
め
て
い
く
。

問
　
計
画
的
・
継
続
的
実
践
に

向
け
た
、小
・
中
・
高
の
連
携
に
対

し
、ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
か
。 

答
　
各
中
学
校
で
は
、小
学
校
を

訪
問
し
、合
唱
発
表
や
学
習
の
成

果
を
披
露
す
る
活
動
を
行
っ
て
い

る
が
、職
場
体
験
学
習
の
良
さ
や

成
果
を
伝
え
て
い
く
こ
と
も
大
切

で
あ
る
こ
と
か
ら
、場
を
設
け
る

よ
う
検
討
し
て
い
く
。

問
　
職
場
体
験
学
習
の
成
果
を
、

異
学
年
交
流
の
中
で
報
告
す

る
場
が
必
要
で
は
な
い
か
。 

　
生
活
交
通
づ
く
り
へ
の

取
り
組
み
は

答
　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
利
用
者

か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
、外
部
有

識
者
の
助
言
等
を
踏
ま
え
、い
ま

一
度
反
省
・
検
証
し
、新
し
い
路
線

の
設
定
に
対
し
、最
大
限
取
り
組

ん
で
い
く
。

問
　
自
主
運
行
バ
ス
の
運
行
方

式
が
地
域
に
支
援
さ
れ
る
た
め

に
は
、い
ま
一
度
、
準
備
検
討
す

る
期
間
を
設
置
す
べ
き
で
は
。 

　
道
徳
教
育
の
さ
ら
な
る

充
実
は

　 

新
し
い
行
政
の
あ
り
方

に
つ
い
て

　
袋
井
市
独
自
の
経
済
対
策
は

答
　
袋
井
市
徳
育
評
価
指
標
を

も
と
に
、徳
育
の
一
層
の
浸
透
を

図
っ
て
い
く
。
ま
た
、道
徳
の
時
間

の
充
実
を
基
本
に
、さ
ら
な
る
徳

育
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

問
　
徳
育
、道
徳
教
育
の
さ
ら

な
る
充
実
の
た
め
、か
つ
て
国

が
行
っ
て
い
た
「
修
身
」
を
取

り
入
れ
る
な
ど
の
、具
体
的
な

取
り
組
み
を
し
て
は
ど
う
か
。 

答
　
12
月
市
議
会
定
例
会
で
の

追
加
補
正
予
算
に
よ
り
、市
内
中

小
企
業
に
対
す
る
緊
急
経
済
対

策
を
実
施
し
た
い
。

問
　
厳
し
い
経
済
状
況
が
続

く
中
、市
内
中
小
企
業
に
対
し
、

袋
井
市
独
自
の
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー

ル
政
策
の
実
施
が
必
要
と
思

う
が
ど
う
か
。 

答
　
市
民
と
行
政
と
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
新
た
な
仕
組

み
づ
く
り
や
、職
員
の
意
識
改
革

等
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　
地
域
主
権
の
時
代
に
対

応
す
る
た
め
、人
材
の
民
間
登

用
や
職
員
の
意
識
改
革
を
図

る
た
め
、
Ｃ
Ｉ
（
シ
テ
ィ
・
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
）
戦
略
を
行
っ

て
は
ど
う
か
。 

重要な役割をもつ災害ボランティア本部

新路線が検討されている自主運行バス

徳育推進を図るための「徳育評価指標」

木 

清
隆 

議
員

現地を視察する委員

造成が進む新病院建設地

　12月17日には、新病院建設特別委員会が開催され、

次の報告事項について議論が交わされました。

◎実施設計の進捗状況

◎職員の身分等の取り扱いに関する協議書の締結

◎修学資金貸付制度（奨学金）

◎新病院における現病院の資産（医療機器・什器・
備品）の取り扱い

◎新病院開院までの業務スケジュール（案）

◎平成22年度医師臨床研修マッチング結果

《新病院建設地を視察しました。》
　特別委員会終了後、委員全員で掛川市内の新病院建設

地を視察し、造成工事の進捗状況を確認しました。　　

新病院建設特別委員会より

く ろ い ふ く ろ い ふ 



市政に対する一般質問 よりよいまちづくりを 
めざして 

山
本 

貴
史 

議
員

芝
田 

　
二 

議
員

　
平
成
23
年
度
予
算
編
成

方
針
に
つ
い
て

　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援 

に
つ
い
て

　
キ
ャ
リ
ア
教
育
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

答
　
行
政
運
営
の
無
駄
を
排
除
す

べ
く
、全
事
業
の
見
直
し
を
行
う
。

ま
た
、市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
推
進
、農
を
活
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
、広
域
連
携
の
推

進
を
重
点
的
な
取
り
組
み
と
し
た

上
で
、市
民
目
線
に
立
ち
、市
の
将

来
像
で
あ
る
日
本
一
健
康
文
化
都

市
の
実
現
を
目
指
す
。

問
　
予
算
編
成
に
あ
た
り
、市

長
の
基
本
的
な
考
え
は
。 

答
　
平
成
22
年
度
の
税
収
見
通
し

は
、法
人
市
民
税
は
予
算
額
に
対

し
5
億
円
増
の
13
億
円
程
度
、個

人
市
民
税
や
固
定
資
産
税
は
1
億

円
強
の
減
少
と
見
込
ん
で
い
る
。

来
年
度
の
税
収
見
通
し
は
、法
人

市
民
税
は
12
億
円
程
度
、個
人
市

民
税
は
、本
年
度
収
入
よ
り
も
若

干
下
回
る
と
予
想
し
て
い
る
。

問
　
今
年
度
及
び
来
年
度
の

税
収
見
通
し
は
。 

答
　
本
部
は
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
活
動
拠
点

と
し
て
、大
変
重
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
ま
た
、活
動
の
最
終

的
責
任
は
市
の
災
害
対
策
本
部
に

あ
る
。
今
後
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
の
Ｐ
Ｒ
や
、市
民
へ
の
啓

発
を
行
っ
て
い
く
。

問
　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
本
部

へ
の
理
解
度
及
び
責
任
の
所
在
、

支
援
体
制
は
ど
う
か
。 

答
　
ま
ず
は
、幼
・
小
・
中
の
連
続

性
を
意
識
し
て
、あ
い
さ
つ
か
ら
始

ま
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

育
成
な
ど
、日
常
の
中
で
無
理
な

く
取
り
組
め
る
こ
と
か
ら
進
め
て

い
く
。
ま
た
、高
校
で
の
キ
ャ
リ
ア

教
育
の
課
題
を
共
有
化
す
る
た
め

に
も
、中
高
連
絡
会
の
中
で
情
報

交
換
を
進
め
て
い
く
。

問
　
計
画
的
・
継
続
的
実
践
に

向
け
た
、小
・
中
・
高
の
連
携
に
対

し
、ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
か
。 

答
　
各
中
学
校
で
は
、小
学
校
を

訪
問
し
、合
唱
発
表
や
学
習
の
成

果
を
披
露
す
る
活
動
を
行
っ
て
い

る
が
、職
場
体
験
学
習
の
良
さ
や

成
果
を
伝
え
て
い
く
こ
と
も
大
切

で
あ
る
こ
と
か
ら
、場
を
設
け
る

よ
う
検
討
し
て
い
く
。

問
　
職
場
体
験
学
習
の
成
果
を
、

異
学
年
交
流
の
中
で
報
告
す

る
場
が
必
要
で
は
な
い
か
。 

　
生
活
交
通
づ
く
り
へ
の

取
り
組
み
は

答
　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
利
用
者

か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
、外
部
有

識
者
の
助
言
等
を
踏
ま
え
、い
ま

一
度
反
省
・
検
証
し
、新
し
い
路
線

の
設
定
に
対
し
、最
大
限
取
り
組

ん
で
い
く
。

問
　
自
主
運
行
バ
ス
の
運
行
方

式
が
地
域
に
支
援
さ
れ
る
た
め

に
は
、い
ま
一
度
、
準
備
検
討
す

る
期
間
を
設
置
す
べ
き
で
は
。 

　
道
徳
教
育
の
さ
ら
な
る

充
実
は

　 

新
し
い
行
政
の
あ
り
方

に
つ
い
て

　
袋
井
市
独
自
の
経
済
対
策
は

答
　
袋
井
市
徳
育
評
価
指
標
を

も
と
に
、徳
育
の
一
層
の
浸
透
を

図
っ
て
い
く
。
ま
た
、道
徳
の
時
間

の
充
実
を
基
本
に
、さ
ら
な
る
徳

育
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

問
　
徳
育
、道
徳
教
育
の
さ
ら

な
る
充
実
の
た
め
、か
つ
て
国

が
行
っ
て
い
た
「
修
身
」
を
取

り
入
れ
る
な
ど
の
、具
体
的
な

取
り
組
み
を
し
て
は
ど
う
か
。 

答
　
12
月
市
議
会
定
例
会
で
の

追
加
補
正
予
算
に
よ
り
、市
内
中

小
企
業
に
対
す
る
緊
急
経
済
対

策
を
実
施
し
た
い
。

問
　
厳
し
い
経
済
状
況
が
続

く
中
、市
内
中
小
企
業
に
対
し
、

袋
井
市
独
自
の
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー

ル
政
策
の
実
施
が
必
要
と
思

う
が
ど
う
か
。 

答
　
市
民
と
行
政
と
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
新
た
な
仕
組

み
づ
く
り
や
、職
員
の
意
識
改
革

等
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　
地
域
主
権
の
時
代
に
対

応
す
る
た
め
、人
材
の
民
間
登

用
や
職
員
の
意
識
改
革
を
図

る
た
め
、
Ｃ
Ｉ
（
シ
テ
ィ
・
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
）
戦
略
を
行
っ

て
は
ど
う
か
。 

重要な役割をもつ災害ボランティア本部

新路線が検討されている自主運行バス

徳育推進を図るための「徳育評価指標」

木 

清
隆 

議
員

現地を視察する委員

造成が進む新病院建設地

　12月17日には、新病院建設特別委員会が開催され、

次の報告事項について議論が交わされました。

◎実施設計の進捗状況

◎職員の身分等の取り扱いに関する協議書の締結

◎修学資金貸付制度（奨学金）

◎新病院における現病院の資産（医療機器・什器・
備品）の取り扱い

◎新病院開院までの業務スケジュール（案）

◎平成22年度医師臨床研修マッチング結果

《新病院建設地を視察しました。》
　特別委員会終了後、委員全員で掛川市内の新病院建設

地を視察し、造成工事の進捗状況を確認しました。　　

新病院建設特別委員会より
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常 任 委 員 会 レ ポ ート

　月見の里学遊館で行う助成金対象

の自主事業に対して、市はどのように

関わっていくのか。

　決算までに、必要な書類の作成方法など、
通常の指導に加え、市民公募の仕方が十
分かどうか、また、事業ＰＲ等についても
いろいろな方法があるので、十分な指導
をしていきたい。

総務文教委員会総務文教委員会

平成22年度一般会計・特別会計補正予算や条例の制定・廃止・一部改正などの
議案を各常任委員会で審査しました。　

　本市のここ2～3年を見通した場合、退
職手当債発行の要件に当てはまらないと
想定している。そのため、退職手当債を
活用することについては、当面の間は難
しいと考えている。

　風見の丘の職員数、事務分掌及び勤

務体系はどのように考えているか。また、

ランニングコストはどれくらいを想定し

ているか。

　職員は、正規職員2名、臨時職員2名の
計4名を考えている。事務分掌としては、
主には、所長が館全体及び委託業務の統括、
臨時職員が日中の受付業務となる。
　風見の丘は火曜日定休であり、変則勤
務になるため、正規職員と臨時職員とを
組み合わせた中で、常時2名の職員体制
で対応していきたい。
　ランニングコストについては、人件費を
除き、約9,000万円と見込んでいる。

民生福祉委員会民生福祉委員会

　容器包装リサイクル協会からの再商

品化合理化拠出金では、どのような品目

が一定基準を超えることができたのか。

　容器包装リサイクル協会は、平成21年
度から、分別収集したプラスチック製容器
包装やペットボトルなどの品質が良いと
評価した自治体には、拠出金を配分して
いる。
　本市では、平成21年度の容器包装比
率が96.48％と高成績であったことから、
プラスチック製容器包装、ペットボトルの２
種類において拠出金1,475万円の対象
自治体となった。

 合併処理浄化槽については、現在、新設
及び付け替えで209基、特定集団地域で
49基の合計258基となるなど、予想以
上に申請件数が増えている。そのため、
今回1,127万円を増額補正し対応する。
　また、特定集団推進地域浄化槽設置事
業の今年度の申請基数は、三川地区で
23基、宇刈地区で26基が出されている。

　風見の丘において、専門的に指導す

るトレーナーも含めた人数及び指導内

容はどのように考えているか。

　30人程度の勤務が適切ではないかと
考えている。
　トレーニング室には、インストラクター
として、トレーニング指導管理士などの免
許所有者を常時１名配置するよう考えて
いる。
　また、フィットネス室には常時配置はせず、
指導ができる運営スタッフを充てるよう
考えている。

　合併処理浄化槽設置の補助金を増額

した背景は何か。また、特定集団推進地

域の状況はどうか。

　貸付金利子補給申請においては、本市
では4人が申請し、貸付金額合計の
1,210万円の利率1.1％の半額0.55％
について、袋井市とＪＡ遠州中央農協によ
り、借付日数を踏まえて、それぞれ
38,146円を利子補給することとなった。
　本市では、一番茶については、前年度の
8割程度の収穫量であったが、二番茶・三
番茶には影響があり、取扱量は少ない状
況であった。

　貸付金利子補給申請から見たお茶凍

霜被害の状況はどうであったか。

建設経済委員会建設経済委員会

月見の里学遊館

月見の里学遊館水玉プール

分別収集したプラスチック製容器包装

　月見の里学遊館で行う特定の自主事

業に対しては、助成金500万円が、財

団法人地域創造から市を通して指定管

理者に支払われるとのことである。　

　自主事業は本来、指定管理委託料で

賄うものである。今回、この助成金と

指定管理委託料と重複することになる

と思われるが、いずれかを減額補正す

るのか。

　指定管理者との協定書では、自主事業は、
指定管理委託料で賄うこととしている。
　自主事業の実施にあたって、文化活動
機関等の補助制度の活用を妨げないとさ
れているため、助成金については、減額せ
ずに上乗せすることで考えている。

　平成22年6月に行った、スポーツに関
する市民意識調査から算出された年齢別
利用者割合を参考とし、60歳以上の利用
者は、月見の里学遊館水玉プールは約
4,200人、袋井Ｂ＆Ｇは約16,200人、浅
羽Ｂ＆Ｇは約450人、合計約20,850人
と推計している。

　60歳以上のプールやトレーニング室

の使用料を、大人使用料の半額にする

とのことだが、60歳以上の利用者数は

把握されているのか。

　団塊の世代の方たちが、たくさん退

職される時期となり、国でも退職手当

債を認めるとのことであるが、市として

どのように考えているか。
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エコパから見える富士山
空気の澄んだ冬空の下、エコパ駐車場から富士山が見えました。

市内でも、富士山が見えるスポットがありますが、大きく見えたことに驚きました。

エコパから見える富士山
空気の澄んだ冬空の下、エコパ駐車場から富士山が見えました。

市内でも、富士山が見えるスポットがありますが、大きく見えたことに驚きました。

〒437-8666 袋井市新屋1丁目1番地の1
TEL.（0538）44-3143（直通）　FAX.（0538）44-3148
ホームページ http://www.city.fukuroi.shizuoka.jp/
メールアドレス gikai@city.fukuroi.shizuoka.jp
発　行／静岡県袋井市議会
発行日／平成23年2月1日
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　二元代表制の下では、首長と議会は対等の機関であり、議会は自治体運営の基本的な方針を議決し、その執
行を監視・評価することが求められているが、一部の自治体において、首長が議会を招集せず、専決処分を濫用
し、議会の権能を封じ込める事態が発生している。
　真に地方分権時代に対応する地方議会を確立するため、議長に議会招集権を付与することなどの法改正を、
早急に行うよう強く求める。

　政府は子ども手当について、全額国庫負担で実施するとの方針を表明してきたが、22年度予算では暫定措
置として地方負担が盛り込まれ、来年度以降も地方負担を求めることに前向きの考えを示している。
　子ども手当のような全国一律の現金給付については、国が全額負担するべきであり、地方との十分な協議も
ないままに、来年度予算でも地方負担を継続されることに強く反対する。

　政府は、環太平洋戦略的経済連携協定（ＴＰＰ）について、関係国との協議を開始すると明記した基本方針を
閣議決定した。
　ＴＰＰは、関税撤廃の例外を認めない完全な貿易自由化を目指しているため、国内の農業生産や食料自給率、
多面的機能の維持・存続を根底から揺るがし、さらに地域の経済・雇用への深刻な影響も懸念される。
　よって、わが国の食料安全保障と両立できないＴＰＰへの参加交渉は慎重に対処するよう要請する。

2月市議会定例会のお知らせ

段差解消機 赤外線補聴器

2月定例会の予定は次のとおりです。

次の意見書を、衆・参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、担当大臣あてに提出しました。

議員提出意見書（要 旨）

地方分権に対応する地方議会の確立を求める意見書

子ども手当財源の地方負担に関する意見書

あなたも議会を傍聴してみませんか。

【場　所】市役所5階議場または各委員会室
【日　程】＜2月定例会＞

 2月 22日（火） 開会、議案の説明
 3月   1日（火） 市政に対する一般質問

    2日（水） 市政に対する一般質問
    3日（木） 市政に対する一般質問

【時　間】午前9時から

7日（月） 議案の審査（常任委員会）
8日（火） 議案の審査（常任委員会）
  9日（水） 議案の審査（常任委員会）
22日（火） 委員長報告～採決、閉会

当日、市役所5階の議会事務局で受付をします。

※足の不自由な方、妊婦の方なども段差解消機を
利用し傍聴席へ入れます。

※赤外線補聴システム、段差解消機をご利用の際には、
議会事務局へ声をおかけください。

環太平洋戦略的経済連携協定（TPP）に関する意見書

１２ページ 植物油インキを
使用しています

再生紙を 
使用しています 


